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１．はじめに  

 東京湾は，周囲を陸地で囲まれた半閉鎖性内湾であり，南側に面する外洋の影響や陸域からの河川水の影響

により複雑な水質変動メカニズムが形成される．東京湾の水質変動メカニズムは，既存の研究で伊豆大島の西

側の暖水の流入が東京湾湾口部まで暖水の影響が到達すること 1）や東京湾湾口部における外洋水と湾内水の

流動の 3 次元的な動き 2），3）など外洋水の影響について調べられている．しかし，外洋水が東京湾内の水質変

動に与える影響については推測にとどまっており，解明されていないことも多い． 

本研究では，外洋水波及による東京湾の水温変動影響の把握のために，東京湾及び周辺の外洋域を対象とし

て，平面的に広範囲情報を得ることのできる衛星による海表面水温（Sea Surface Temperature, SST）データを

活用し，過去の SST 月平均平面分布を整理し，外洋水による湾内水温への影響の大きさを調べた． 

２．データと解析方法  

 本研究は，NASA から提供されている衛星 Terra，Aqua に搭載されたセンサ

MODIS により推定された SST データ（https://oceancolor.gsfc.nasa.gov/）の 2003

年から 2020 年の夜間（21 時から 2 時）のデータを用いた．SST データは，図-

1 に示す東京湾及び付近の外洋の領域を対象に緯度 0.009°，経度 0.011°間隔

の約 1 km 四方のメッシュのデータの解析を行った． 

SST データは，各メッシュにおいて各年各月の月平均値で整理して使用した．

東京湾における水温変動しやすい地点の把握のため，2003 年から 2020 年まで

の各月の月平均水温の分散を求めた． 

東京湾への外洋水波及経路とされる伊豆大島南西部からの波及の伝搬の影響

を調べるため，伊豆大島南西部の地点 St. 1 と他のメッシュとの各月における月

平均水温の相関係数を求め，外洋水による水温変動の影響度を調べた．また，外洋水が東京湾へ到達するには

期間のずれがあると考え，他のメッシュを 1 か月遅れの月平均水温とした場合の相関係数も求めた． 

 ３．解析結果と考察 

 2003 年から 2020 年までの 18 年間の月平均 SST の分散を見

ると（図-2）， St. 1 において，1.00（4 月）～2.88（7 月）と東

京湾内に比べてほとんどの月で伊豆大島南西部の SST の分散

が大きかった．伊豆大島南西部の水温については，黒潮系暖水

の波及の有無で大きく水温が変動しており，St. 1 の月平均 SST

は最大と最小の差が 5℃以上と年度のばらつきが大きく，年に

より水質環境が変わることが推察される．分散分布の特徴は，

1~3月に房総半島と三浦半島に囲まれた湾口部において局所的

に分散が大きいことや 9 月に湾内において分散が大きいこと

など季節的に分散が大きくなる箇所が見られた． 
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図-2 1~12 月の月平均 SST の分散． 

図-1 解析対象領域 
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水温変動の大きい伊豆大島南西部の地点 St. 1 における過去

の月平均水温と対象海域の各メッシュの月平均水温の相関係

数から外洋水波及による影響範囲を調べたところ（図-3）， 多

くの月で伊豆大島南西部から房総半島西側の東京湾湾口部に

かけて相関係数が高くなっていた．また，相模湾に比べて東京

湾湾口部の相関係数が高い傾向であった．このことから伊豆大

島南西部からの外洋水波及は，相模湾よりも東京湾へ侵入する

ような経路を取り，湾口部東側の水温変動影響を与えることが

推察される． 

また，7，8 月は東京湾内においても相関が高く，季節的に外

洋水の波及効果が湾内まで波及しやすくなっていると考えら

れる．夏季の東京湾は，南風が卓越することが多いため，南側

に位置する外洋水が湾内に入ってきやすい可能性があり，湾

内の水温変動に影響していると考えられる． 

1~3 月において，湾口部で局所的に相関係数が低い地点があ

った．その地点は，月平均 SST の分散が大きくなる地点と一致

しており，冬季における水温の高い外洋水と水温の低い湾内水

が混ざり合う境界であり，外洋水以外の影響も強く，相関が低

くなったと考えられる． 

外洋水の東京湾への波及については，期間のずれが生じる

と考え，地点 St. 1 における過去の月平均水温と対象海域の各

メッシュの 1 か月遅れの月平均水温の相関係数から外洋水波

及による影響範囲を調べたところ（図-4），12~2 月や 7 月に湾

内において相関係数が 0.5 以上となる地点があり，1 か月遅れ

で湾内の水温変動に影響を与えている可能性がある．一方

で， 9 月の湾内における相関係数は低かった．これは，湾内

の 10 月の水温変動は外洋水波及の影響以外の要因が強く影響

していたということである． 

４．結論  

 衛星による海表面水温データを用いて，伊豆大島南西部からの外洋水波及による東京湾の水温変動の影響

の強さを調べた．東京湾湾口部の東側において，伊豆大島南西部の水温と相関が高く，伊豆大島南西部から東

京湾湾口部の東側にかけて外洋水波及の経路となっていることが示された．また，季節によっては，湾口部よ

りも湾内側においても相関係数が大きくなる場合があり，外洋水波及は東京湾内の水温変動に対して大きく

影響している可能性がある． 

 今後は，外洋水波及による湾内水質変動の影響の検討のため，東京湾口部において東京湾フェリーで長期観

測を行っている流動データを用いて，外洋から波及された水塊の波及現象を詳しく調べていく予定である． 
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図-4 St. 1 における月平均 SST とその他

のメッシュの 1 か月遅れの月平均 SST と

の相関係数（St. 1 の月を基準としている）． 

図-3 St. 1 における月平均 SST とその他

のメッシュの月平均 SST との相関係数． 
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